
町の将来を見据えたチャレンジ
 議会はここに注目している！
 議会はここに注目している！

令和８年３月定例会 こんに
ちは！

皆野町議会です♪

令和８年３月定例会　2026年５月１日発行

注）号数の数字の部分は「Adobe Clean」というフォントに変更しました。
右欄に１～０のアウトラ前のものを置いておくので今後はここで打ち替えて上にもっていく

裏表紙もご覧ください埼玉県皆野町議会

1234567890

ご入学
おめでとう
ございます♪

11/23（土）秩父華厳の滝
紅葉ライトアップにて

赤城大神社の春の例大祭 
行灯祭り

 「みなのの元気！」vol.15

あんどん

令和８年３月定例会  こんにちは！ 皆野町議会です♪

三沢小学校入学式三沢小学校入学式 国神小学校入学式国神小学校入学式
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第
57
号
（
令
和
８
年
３
月
定
例
会
）

令
和
８
年
度  

議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
て
い
る
！

令和８年度予算の詳しい内容は、
広報みなの４月号（P.6）を
ご覧ください

令和８年度当初予算を可決
一般会計予算 54億4,901万円

（前年度比２億9,630万円減）

（前年度比4億5,935万円減)

予
特別会計を含めた

算総額
77億2,271万円

 

答
弁  

現
在
、
地
中
に
排
水
処
理
槽
と

い
う
構
造
物
を
作
る
段
階
で
、
湧
き
水

が
出
る
不
測
の
事
態
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
工
事
現
場
で
は
、
建
屋
と
の
近

接
や
進
入
路
の
制
約
に
よ
り
、
施
工
可

能
な
範
囲
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
施
工
方
法
に
つ
い
て
、
発
注
者
と
受

注
者
の
間
で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
構
造
物
等
を
築
造
す
る
に
当
た

り
、
追
加
の
施
工
方
法
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
そ
の
対
応
を
行
い
な
が

ら
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女
性
一
人
一
人
の
健
や
か
な

暮
ら
し
を
支
え
る
取
組

女
性
の
健
康
応
援
事
業

１
６
１
万
４
０
０
０
円

　

今
年
度
の
新
規
事
業
の
一
つ
と
し

て
「
女
性
の
健
康
応
援
事
業
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
内
容
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
女
性
特
有
の
健
康
課
題
に

対
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
や
継
続

し
た
健
康
習
慣
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

外
部
講
師
に
よ
る
健
康
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
や
健
康
を
支
え
る
レ
シ
ピ
の
料

理
教
室
、
骨
密
度
検
査
の
要
注
意
者

に
向
け
た
個
別
受
診
勧
奨
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
の
未
来
を
支
え
る

給
食
環
境
を
着
実
整
備

　

前
年
度
に
引
き
続
き
の
建
設
工
事
、
令

和
８
年
度
の
２
学
期
か
ら
の
稼
働
を
予
定
。

新
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
建
設
事
業

４
億
４
８
２
万
７
０
０
０
円

 

質
疑 

 

建
設
工
事
の
進
捗
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。

給食センターの工事状況

イメージ写真

町の将来を見据えた
チャレンジ
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令
和
8
年
５
月
１
日
発
行

５
名
が
登
壇 

一
般
質
問

委
員
会
報
告

令
和
８
年
度
当
初
予
算
を
可
決

第1回定例会は3月5日〜10日開催
令和8年度一般会計予算など、町長提出議案26件を審議。
一般質問は5名が登壇しました。

人
の
つ
な
が
り
と
関
係
人
口

を
育
む
同
窓
会
支
援

同
窓
会
補
助
金

48
万
円

　

こ
の
補
助
金
の
内
容
は
、
町
内
で
開

催
さ
れ
る
同
窓
会
の
う
ち
、
年
齢
な
ど

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し

て
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。
町
出
身
の

同
窓
生
が
集
ま
り
交
流
す
る
機
会
の

創
出
や
、
町
外
在
住
者
が
再
び
町
を

訪
れ
、
関
係
人
口
と
し
て
町
に
関
わ
り

続
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

に
ぎ
わ
い
と
収
益
生
む
新
た

な
地
域
拠
点
へ
再
生

「
道
の
駅
み
な
の
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業６

３
０
万
円

　

道
の
駅
み
な
の
は
、
農
業
・
産
業

の
出
口
と
な
り
、
付
加
価
値
を
提
供

し
て
域
外
収
入
を
獲
得
で
き
る
経
済

的
な
拠
点
に
な
る
よ
う
に
大
規
模
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。
企
画
財

政
課
内
に
「
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

担
当
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
地
域

活
性
化
起
業
人
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
道
の
駅
で
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
町
の
特
産
品

を
開
発
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
予
算
は
、

１
５
４
万
円
で
す
。

イメージ写真

町の将来を見据えた
チャレンジ
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第
57
号
（
令
和
８
年
３
月
定
例
会
）

デマンドタクシーを役場の前で利用 実証運行車として

使用した2台

外壁塗装工事 
イメージ写真

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
本
格
運
行
に

向
け
て

デ
マ
ン
ド
交
通
使
用
料

50
万
円

 

質
疑 

 

使
用
料
50
万
円
の
算
出
方
法
を
伺

い
ま
す
。

 

答
弁 

 

デ
マ
ン
ド
交
通
の
本
格
導
入
の
時
期

は
、
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
令
和
８
年
秋
ご

ろ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
期

間
は
６
か
月
で
運
賃
は
５
０
０
円
を
見
込
み
、

利
用
者
は
約
１
０
０
０
人
と
し
て
50
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
交
通
本
格
運
行
開
始
業

務
委
託
料

１
０
０
万
円

 

質
疑 

 

委
託
料
１
０
０
万
円
の
内
容
に
つ
い

て
、
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁 

 

主
な
も
の
は
、
本
格
導
入
を
周
知
す

る
チ
ラ
シ
の
作
成
業
務
、
目
的
地
ポ
イ
ン
ト
に

乗
降
場
所
の
標
識
を
作
成
す
る
業
務
、
ま
た
回

数
券
の
使
用
の
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
回
数
券

作
成
業
務
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

補
助
拡
充
で
住
ま
い
の
改
修

と
地
域
経
済
を
後
押
し

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
助
成
金

５
０
０
万
円

 

質
疑 

 

制
度
変
更
の
内
容
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁 

 

補
助
額
を
一
律
５
万
円
か

ら
工
事
価
格
の
10
％
（
上
限
15
万
円
）

に
見
直
し
ま
し
た
。

 

質
疑 

 

20
万
円
以
上
50
万
円
未
満

の
工
事
に
つ
い
て
、
最
低
５
万
円
を

補
助
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

答
弁 

 

今
後
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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令
和
8
年
５
月
１
日
発
行

議会構成が変わりました
（令和8年3月5日現在）

　 令和８年第１回定例会（3/5-3/10）で

　　審議された議案と議員の賛否（○：賛成 ×：反対）
結果

新
井
健
司

倉
林
郁
雄

黒
澤
広
治

大
塚
鉄
也

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

林　
　

豊

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

林　

太
平

皆野町議会議員及び皆野町長の選挙における選挙運動の公営に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町職員の旅費支給に関する条例の全部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町老人福祉センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○
皆野町消防団条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町過疎地域持続的発展計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町学童保育所における指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
皆野町老人福祉センターにおける指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
秩父市とのちちぶ定住自立圏形成協定書の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度皆野町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度皆野町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度皆野町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度皆野町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度皆野町一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分の承認を求めることについて（令和７年度皆野町一般会計補正予算（第７号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分の承認を求めることについて（令和７年度皆野町一般会計補正予算（第８号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公開
しま

す

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
参
加
し
ま
す

　令和８年

３月議会定

例会におき

まして、第

56代皆野町

議会議長に就任いたしました。

議会の代表として、その責任

の重さを深く受け止め、公平・

公正な議会運営に努めてまい

ります。町では多くの事業計

画が進められており、議会と

しても執行部と十分な議論を

重ね、町の発展に向け取り組

んでまいります。これからの

まちづくりは、町民一人一人の

参加が大切です。今後とも皆

様のご理解とご協力をお願い

申し上げます。

就任あいさつ
林 太平議長

議　長 林
はやし

　太
た へ い

平
副議長 黒

くろさわ

澤広
ひ ろ じ

治
みんなのみなのまちぎかい
　議員は必ず常任委員会に所属することになっています。常任委員

会のほか、様々な委員会や一部事務組合議会議員も兼任します。

総務教育厚生常任委員会
　総務課・企画財政課・町民

生活課・健康こども課・福祉課・

税務課・会計課・教育委員会

の所管に属する事項及び他の

委員会の所管に属さない事項

を担当します。

委 員 長 　新井達男　

副委員長　倉林郁雄

委　　員　 宮原睦夫・若林光雄

　　　　　 常山知子・林　太平

産業建設常任委員会
　産業観光課・建設課の所管

する事項を担当します。

委 員 長  大塚鉄也

副委員長　新井健司

委　　員　内海勝男・四方田実

　　　　　林　　豊・黒澤広治

広報常任委員会
　議会だよりの発行に関する事

項など広報・広聴を担当します。

委 員 長  若林光雄　　　

副委員長　新井健司

委　　員　新井達男・常山知子

　　　 　 大塚鉄也・黒澤広治

議会運営委員会
委 員 長  内海勝男　　　

副委員長　新井達男

委　　員　宮原睦夫・若林光雄

　　　 　 大塚鉄也・黒澤広治

議会改革特別委員会
委 員 長  四方田実　　　

副委員長　倉林郁雄

委　　員　林　　豊・大塚鉄也

　　 　 　黒澤広治

皆野町監査委員
常山 知子 (令和６年３月７日同意 )

皆野 ･長瀞下水道組合議会議員　新井達男・黒澤広治・倉林郁雄・新井健司

秩父広域市町村圏組合議会議員　四方田実・若林光雄

５
名
が
登
壇 

一
般
質
問

委
員
会
報
告

令
和
８
年
度
当
初
予
算
を
可
決
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第
57
号
（
令
和
８
年
３
月
定
例
会
）

町の考えを問う！ 一般質問  ５人が登壇
 

問  

実
証
運
行
で
の
登
録
件
数
、

運
行
件
数
、
実
利
用
者
数
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答  

総
務
課
長　

登
録
件
数
は

１
５
４
人
、
運
行
件
数
は
３
４

５
件
、
実
利
用
者
は
42
人
で
す
。

 

問  

実
証
運
行
費
用
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

 

答  

総
務
課
長　

総
額
１
１
７

０
万
７
８
１
０
円
で
す
。

 

問  

高
齢
化
が
進
む
本
町
で
、

移
動
手
段
の
確
保
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
す
。
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
持
続
可
能
な
地
域
交

通
に
育
て
て
い
く
覚
悟
が
あ
る

の
か
、
町
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答  

町
長　

本
町
で
は
高
齢
化
が

進
む
中
、
移
動
手
段
の
確
保
は
行

政
の
重
要
な
責
務
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
民
間
タ
ク
シ
ー

は
車
両
数
に
限
り
が
あ
り
、
稼
働

状
況
も
日
に
よ
っ
て
変
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
二
種
免
許
を
有
す

る
運
転
手
の
確
保
も
極
め
て
厳
し

く
、
現
行
の
体
制
の
み
で
は
将
来

に
わ
た
り
安
定
し
た
移
動
手
段

を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
に
よ
り

バ
ス
停
ま
で
歩
く
こ
と
が
難
し
い

方
も
増
え
て
お
り
、
既
存
の
交
通

体
系
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
し
き

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
課
題

を
踏
ま
え
、
乗
り
合
い
に
よ
り
効

率
性
を
確
保
し
つ
つ
、
一
種
免
許

の
活
用
で
担
い
手
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
、

現
時
点
で
本
町
の
実
情
に
適
し
た

手
法
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
将

来
に
わ
た
り
唯
一
の
手
法
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
段

階
で
の
最
適
な
方
策
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

実証運行車デマンドタクシ―「のってみ～な」

新
あ ら い

井 健
け ん じ

司議員が問う

デマンドタクシー
について

［町長］責任を持って［町長］責任を持って
取り組んでいきます取り組んでいきます

 

問  

利
用
者
や
説
明
会
の
参
加

者
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
新

し
い
取
組
に
つ
い
て
、
外
へ
出

て
町
民
に
事
業
説
明
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
す
か
。

 

答  

総
務
課
長　

ご
指
摘
の
と

お
り
少
な
い
参
加
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
町
民
へ
の
周
知
を
行

い
ま
し
た
が
、
本
格
導
入
ま
で

に
内
容
が
理
解
で
き
る
よ
う
な

周
知
方
法
を
町
と
し
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

問  

実
証
運
行
で
寄
せ
ら
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
や
利
用
者
の
意
見
を

伺
い
ま
す
。

 

答  

総
務
課
長　

意
見
や
要
望

に
つ
い
て
で
す
が
、「
運
行
ダ
イ

ヤ
の
増
便
、ダ
イ
ヤ
の
調
整
」「
乗

降
ポ
イ
ン
ト
を
公
会
堂
で
は
な

く
自
宅
に
」「
目
的
地
ポ
イ
ン
ト

を
増
や
し
て
看
板
を
設
置
し
て

ほ
し
い
」「
運
転
手
さ
ん
が
親
切
、

予
約
が
簡
単
」
な
ど
の
好
意
的

な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

問  

大
字
皆
野
の
人
は
乗
降
場

所
と
し
て
、
公
会
堂
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

件
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
ま
す
。

 

答  

総
務
課
長　

活
性
化
協
議

会
の
中
で
議
論
し
、
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

問  

本
格
運
行
は
、
い
つ
頃
で

す
か
。

 

答  

総
務
課
長　

本
年
秋
頃
の

導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

問  

利
用
料
金
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

 

答  

総
務
課
長　

料
金
は
、
３

０
０
円
か
ら
５
０
０
円
が
適
当

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

買物帰りでも店舗前で乗車できます

常
つ ね や ま

山 知
と も こ

子議員が問う

デマンドタクシー
実証運行の結果は

［総務課長］登録者数［総務課長］登録者数
１５４件、実利用者４２人１５４件、実利用者４２人



５
名
が
登
壇 

一
般
質
問

委
員
会
報
告

令
和
８
年
度
当
初
予
算
を
可
決

7

令
和
8
年
５
月
１
日
発
行

一般質問とは、町の課題等について議員が自身の政策提案も含めて町に考えを質
ただ

すものです。

この議会だよりでは、質問者本人が要約したものを掲載しています。

 

問  

こ
の
2
年
間
は
執
行
部
か
ら

議
会
へ
の
事
前
説
明
や
対
話
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
議
案
と
し
て
提
出

さ
れ
る
段
階
で
は
議
論
の
余
地
が

少
な
い
状
況
で
す
。
町
長
は
こ
の
点

を
ど
う
考
え
ま
す
か
。
ま
た
、
本

町
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け

た
政
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答  

町
長　

町
政
運
営
に
は
議

会
と
執
行
部
の
建
設
的
な
関

係
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
指
摘
は
、
意
思
疎
通

の
在
り
方
に
つ
い
て
工
夫
や
整

理
が
必
要
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
今
後
は
重
要
案
件
に
つ
い

て
情
報
共
有
や
意
見
交
換
の
場

を
設
け
、
議
会
と
協
議
し
な
が

ら
円
滑
な
意
思
疎
通
に
努
め
ま

す
。
本
町
の
未
来
像
は
、
安
心

し
て
働
き
暮
ら
せ
る
、「
ワ
ク
ワ

ク
す
る
ま
ち
皆
野
」
で
す
。

 

問  

3
年
前
、
お
出
か
け
タ
ク

シ
ー
の
規
制
緩
和
を
提
案
し

た
際
は
拙せ

っ
そ
く速

と
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
2
年
間
の
検
討
と
約
１

０
０
０
万
円
の
経
費
を
か
け
て

現
在
の
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

に
至
り
ま
し
た
。
3
か
月
間
の

実
証
運
行
の
評
価
と
、
令
和
8

年
度
後
半
か
ら
予
定
さ
れ
る
本

格
導
入
の
妥
当
性
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

 

答  

副
町
長　

本
来
は
令
和
8

年
度
に
実
証
運
行
の
予
定
で
し

た
が
、
補
助
金
を
活
用
す
る
た

め
令
和
7
年
度
中
に
前
倒
し
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
評
価
は
及

第
点
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
格
運
行
に
当
た
っ
て
は

暮
ら
し
を
支
え
、
誰
も
が
安
心

し
て
移
動
で
き
る
公
共
交
通
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「町長コラム」広報みなの 2026 年４月 号はこちらから

林
はやし

　豊
ゆたか

議員が問う

町長の目指す
皆野町とは

［町長］ワクワクする［町長］ワクワクする
まちを目指しますまちを目指します

 

問  

黒
澤
町
長
は
、
令
和
８
年

度
に
お
け
る
施
策
と
し
て
、
第

３
期
皆
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
実
現
に

向
け
「
こ
の
総
合
戦
略
を
根
幹

に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
も
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
６
つ
の
基
本

目
標
と
57
を
超
え
る
実
施
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

地
方
の
創
生
は
、
急
激
に
進
む

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
若

い
人
た
ち
が
地
域
に
定
着
で
き
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
実
施
事
業
の
中
で
「
保

育
料
の
利
用
者
負
担
額
の
無
償

化
」
が
あ
り
ま
す
が
、
ゼ
ロ
歳

児
か
ら
の
無
償
化
と
捉
え
て
よ

い
の
で
す
か
。
ま
た
実
施
年
度

は
い
つ
頃
で
す
か
。

 

答  

健
康
こ
ど
も
課
長　

認
可

保
育
施
設
に
入
園
す
る
全
て
（
ゼ

ロ
歳
児
か
ら
）
を
対
象
に
無
償

化
を
考
え
て
い
ま
す
。
総
合
戦

略
の
計
画
期
間
の
中
で
実
施
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

問  

子
育
て
世
帯
の
定
住
促
進

に
つ
い
て
、「
定
住
に
つ
な
げ
や

す
く
す
る
た
め
賃
貸
物
件
に
入

居
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
家
賃
補
助
制
度
に
つ
い
て

研
究
し
ま
す
」
と
な
っ
て
い
ま

す
が
事
業
実
施
に
取
り
入
れ
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

 

答  

町
長　

物
価
高
騰
、
金
利

の
上
昇
な
ど
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

 
問  

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

の
毎
年
実
施
に
つ
い
て
「
施
策

に
対
す
る
満
足
度
の
把
握
、
町

政
に
対
す
る
関
心
の
向
上
を
目

的
に
毎
年
実
施
す
る
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
実
施
事
業
に
つ

い
て
も
柔
軟
に
見
直
し
な
が
ら

推
進
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

 

答  

企
画
財
政
課
長　

先
ほ
ど

の
「
家
賃
補
助
」
の
よ
う
に
実

施
事
業
と
し
て
具
体
化
で
き
な

い
取
組
も
あ
り
ま
す
。
柔
軟
性

を
持
っ
て
、
毎
年
見
直
し
を
図

り
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

内
う ち か い

海 勝
か つ お

男議員が問う

皆野町まち・ひと・しごと
創生総合戦略について

［企画財政課長］実効性ある［企画財政課長］実効性ある
取組にしたい取組にしたい

３月定例会の一般質問事項はこちらからご覧いただけます。
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第
57
号
（
令
和
８
年
３
月
定
例
会
）

●みなのの元気シリーズ
　皆さんのお話をお聞かせください♪      
　議員が取材にお伺いします。

●風景写真
　写真は応募者本人が撮影したもので
　未発表のものに限ります。
　※編集上トリミングを行う場合があります。

皆野町議会事務局 TEL 0494-62-1467
gikai@town.minano.saitama.jp

お電話やメールでの応募をお待ちしています！

「みなのの元気シリーズ」
「風景写真」

家族や仲間で表紙を飾ってみませんか？

募集しています！！

秩父広域
市町村圏組合議会報告

秩父消防出初式

秩父消防本部にて実施されました。

2 5（木） 全員協議会

令和８年第１回定例会提出議

案の概要説明等と議会運営について協議

しました。

2 12（木） 第１回定例会

一般質問は、２名で汚泥再生

処理センターの施設整備基本計画の再検

証や水道事業についての質問がありまし

た。管理者提出議案は７件で、原案のと

おり可決されました。　　　 （若林光雄）

1 7（水）

令和8年出初式

一般質問  ５人が登壇
 

問  

令
和
６
年
度
か
ら
譲
与
基

準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
本
町

の
執
行
実
績
状
況
と
今
後
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答  

産
業
観
光
課
長　

令
和
元

年
度
か
ら
譲
与
が
開
始
さ
れ
た

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
そ
の
趣
旨

に
沿
っ
て
森
林
整
備
、
木
材
利
用
・

普
及
啓
発
、
森
林
整
備
に
関
わ
る

人
材
の
育
成
等
の
事
業
の
財
源
と

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
事
業
で

す
が
、
町
有
林
と
そ
の
周
辺
の
私

有
林
を
含
め
た
間
伐
等
の
実
施

や
森
林
経
営
管
理
制
度
の
積
極

的
な
活
用
な
ど
に
よ
る
林
業
経

営
体
へ
の
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

問  

譲
与
税
充
当
事
業
を
推
進

す
る
上
で
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

 

答  

産
業
観
光
課
長　

町
職
員

の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
知
見
・

経
験
が
十
分
で
な
い
と
考
え
、

令
和
６
年
度
か
ら
元
県
職
員
で

林
業
職
だ
っ
た
方
を
地
域
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
採
用
し
、

町
職
員
に
伴
走
し
て
も
ら
い
な

が
ら
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知

見
を
教
授
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

問  

予
算
化
し
た
事
業
は
計
画

通
り
に
進
捗
し
て
い
ま
す
か
。

 

答  

産
業
観
光
課
長　

令
和
６

年
度
は
、
譲
与
額
以
上
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
不
用
額
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
令
和
５
年
度

ま
で
は
実
施
事
業
に
充
当
し
き
れ

ず
、
基
金
に
積
立
て
て
い
ま
す
。

 

問  

基
金
積
立
金
を
放
置
竹
林

の
伐
採
補
助
・
人
家
の
危
険
木

除
去
等
の
補
助
へ
予
算
化
す
る

考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

 

答  

産
業
観
光
課
長　

危
険
木

の
除
去
は
、
個
人
向
け
の
支
障

木
の
伐
採
補
助
、
道
路
等
の
イ

ン
フ
ラ
施
設
周
辺
整
備
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
竹
林

は
森
林
整
備
に
ど
う
位
置
づ
け

て
い
く
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

路面に架かる竹林

倉
くらばやし

林 郁
い く お

雄議員が問う

森林環境譲与税
への取組は

［産業観光課長］森林整備と［産業観光課長］森林整備と
担い手育成を図りたい担い手育成を図りたい
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令
和
8
年
５
月
１
日
発
行

12
月
定
例
会

５
名
が
登
壇
一
般
質
問

委
員
会
報
告

令
和
８
年
度
当
初
予
算
を
可
決

常任委員会調査報告

総務教育厚生常任委員会

長野県飯綱町の「いいづなコネ
クトEAST」を視察しました

官民連携の廃校活用を学ぶ
　廃校を地域づくりの拠点として活用する取組につ

いて説明を受けました。飯綱町では、地域住民、町、

地域おこし協力隊、民間企業、まちづくり会社等が

連携し、廃校を再生して地域活性化につなげていま

す。少子高齢化に伴う児童数の減少により、小学校

が閉校となったことを受け、平成30年頃から地方

創生推進交付金を活用し、施設整備と運営体制の

構築を進めてきたとのことです。

　また、施設愛称を公募し、「いいづなコネクト

EAST」と命名したとの説明を受けました。今回の

視察を通じ、官民連携による先進的な廃校活用の取

組について理解を深めることができました。

12 16（木）

産業建設常任委員会

神流川発電所を視察しました

自然環境や景観への配慮、
再生可能エネルギーの供給
　神流川発電所は、長野県の南相木村の上部ダム

（南相木ダム）と群馬県の上野村の下部ダム（上野ダ

ム）の落差６５３メートルを利用し、単機出力（47万

キロワット）の発電電動機６台による最大出力２８２

万キロワットの発電を行う純揚水式発電所でした。

（現状では1台のみ稼働）

　揚水発電は、貴重な水資源を有効利用でき、火力

発電所などと組み合わせて運転することで、電気の

供給コストを抑えることができます。自然環境や景

観への配慮もされており、再生可能なエネルギー供

給の両立が図られていて、電気の安定供給において、

重要な施設だと感じました。

12 17（水）

❶�地元のリンゴを生かしたスイーツを提供している
「泉が丘喫茶室」
❷�飯綱町特産のリンゴを醸造したシードルの直営
ショップ「RINGOTO」
❸いいづなコネクトEAST
❹�いいづなフューチャースクールで廃校活用とまち
づくり事業について意見交換

❶地下発電所内
❷1号発電機

●❶ ●❷

●❶

●❷

●❸

●❹
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本会議の会議録を
議会ＨＰで公開中

※公開には一定の

　期間を要します。

　ご了承ください。

次の定例会は次の定例会は
６月10日頃６月10日頃
　　　の予定です　　　の予定です

午年総開帳午年総開帳
　3月18日から12 年に一度の午年総開帳が　3月18日から12 年に一度の午年総開帳が
行われています。皆野町には札所34番があり、行われています。皆野町には札所34番があり、
多くの参拝者が訪れると思います。人 と々の交流多くの参拝者が訪れると思います。人 と々の交流
の中で、町の魅力や伝統文化を、発信していくの中で、町の魅力や伝統文化を、発信していく
ことで、地域活性化になると信じています。（黒澤）ことで、地域活性化になると信じています。（黒澤）

議員雑記議員雑記
発行：埼玉県皆野町議会　（議長 林 太平）

TEL 0494-62-1467　FAX 0494-62-2791
gikai@town.minano.saitama.jp
〒369-1492　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野1420番地1

Fax 0494-62-2791

編集：広報常任委員会

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したユニバーサルデザインフォントを使用

委 員 長 若林光雄 　

副委員長 新井健司

委　　員 新井達男・常山知子
　　    大塚鉄也・黒澤広治

議会だよりに対するご意見をお寄せください

本会議の日程や傍聴の
ご案内、議会構成など
は議会ホームページで
ご覧になれます

皆 野 町 議 会

みなのの元気
Vol.15ーー平和と息災を願う平和と息災を願う燈燈

と うと う

火火
かか

ーー

下田野あんどんまち保存会
赤城大神社の春の例大祭 行

あ ん ど ん

灯祭り

　北条氏と甲斐の武田が「戦場」で戦い、その御
み た ま

霊を弔って

西福寺に高
たかとうろう

灯籠を掲げたのが始まりで、明治2年神仏分離の

節、行灯祭りは赤城大神社の祭事になりました。

　戦国の時代から４00年以上、守り続けている下田野のお祭

りです。

　今では行灯約400個・大行灯５基、そして竹行灯が約

400個、皆野スポーツ公園内を中心に下田野一円に灯ります。

下田野あんどんまち保存会では竹行灯のほか、春と秋に竜ヶ

谷城ハイキング道の整備を行い、「行灯祭り」の起源となった

竜ヶ谷城祉に足を運んで祭りを後世に伝えています。

　昨年は雨や雪が降り、行灯絵を全て失ったため教育委員会

を通じて町内の幼稚園、各小・中学校に行灯絵の制作を依頼

し、約600枚の行灯絵をいただきました。感謝申し上げます。

毎年３月第３日曜日とその前日に行灯が灯ります。

春の宵、是非、お出かけください。

gikai@town.minano.saitama.jp（議会事務局宛）

議会だより第56号掲載記事の訂正
みなのまち議会だより第56号（P.6）掲載の医療機関名に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
誤り：医療法人徳州会皆野病院　　正：医療法人徳洲会皆野病院

旗と行灯を立て祭の始まりです

赤城大神社境内の大行灯 皆野スポーツ公園内の大行灯

皆野スポーツ公園内

の大行灯組立て作業




